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アメリカ金融制度の歴史的展開
高　木 仁
　本研究の目的は，1930年代から現在へ跨がるアメリ
カ金融制度の変遷を，歴史的パースベクティブにおい
て整理および評価しようとするものである。
　昨年度は，もっとも最近の出来事である，1991年金
融制度改革法（連邦預金保険公社改善法）の成立を取
り上げた。同法は，銀行業務の多様化と金融システム
の安定化の両立を，必ずしも整合的に成し遂げた訳で
はないが，審議過程で提起された諸問題は，アメリカ
およびわが国における将来の金融制度改革へ，強い影
響を与える契機になったと考えられる。それら諸問題
のうち有力な一つが，いわゆる「アメリカ銀行産業衰
退論」で，ここ数年来同国で広く論議されているため，
本年度はこれを取り上げた。
　中長期的にみてアメリカでは，金融会社，ミューチュ
アル・ファンズ，民間年金基金など，非預金金融機関
が大きな成長を遂げ，資産額や負債額で計る限り，銀
行の相対的地位は低下している。そのため，銀行産業
衰退論が主張されているが，わが国でも同じ問題がい
ずれ論議されるようになるであろう。
　ウィーロック論文（93年9月）は，資産ベースでの
銀行の地位低下は認めるが，GDP比でみた銀行の店
舗数と資産額や，銀行の非金利収入の伸びに依拠すれ
ば，銀行産業は衰退していないという。
　高木論文（94年3月）は，資金循環勘定のストック
値を用い，金融機関の種類と対象期間を大きくとり，
銀行産業の相対的地位を調査したもので，銀行の地位
低下を認めている。
　カウフマン＝モート論文（94年5月）は，銀行アウ
トプヅトの測定基準を検討することが，問題の核心で
あるとしている。衰退論が生まれる理由の一部は，銀
行業務の性質が過去数十年間に大きく変わり，また新
規業務の多くがオン・バランスシート業務ではないか
らであると主張し，衰退論を認めていない。
　ボイド＝ガートラー論文（94年7月）は，銀行資産
をオフ＝バランスシート業務で調整する試みをしてい
る。オフ＝バランスシートの偶発債務と非金利収入を，
一定の算式によって「資産相当額」へ変換したうえで，
銀行アウトプットの測定を見直し，銀行産業は衰退し
ていないという結論を導いている。
　グリースパン演説（94年5月）も，銀行産業衰退論
を退けたうえで，銀行が将来「金融マネジメント・ア
ドバイス・コミュニケーション会社」へ発展する可能
性を示唆している。
　以上，五つの文献へ主として依拠し，アメリカ銀行
産業衰退論を検討し含意を導いたが，詳しくは明治大
学社会科学研究所紀要（通巻41集）の拙稿をご覧頂き
たい。
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